
 
ADOBE 
ACROBAT SOFTWARE DEVELOPER’S KIT (「SDK」) 
使用許諾契約 
 
登録に関連する特典を受けるには、同封のすべての登録カードを必ずご返送ください。 
 
ユーザの皆様へのご注意: この契約書を注意深くお読みください。SDK の一部または全部を使用

することにより、この使用許諾契約のすべての条項、特に第 2、3、4 項の使用に関する制限、第

7 項の保証に関する制限、第 8 項の責任に関する制限に同意されたものと見なされます。お客様

は、この使用許諾契約が、交渉を経た、署名済みの、書面によるその他の契約書と同等の執行力

を有することに同意するものとします。同意されない場合は、この SDK を使用しないでくださ

い。お客様がこの使用許諾契約を読む機会がなく、有形のメディア（CD など）で SDK を取得し、

この使用許諾契約に同意されない場合、お客様はこの SDK を使用することはできません。 
 
1. 定義 
 「SDK」とは、この使用許諾契約とともに提供されるファイル、ディスク、CD-ROM、その他

のメディアに含まれるすべての内容を指します。これには、(i) サンプルコード、(ii) ヘッダーフ

ァイル情報、(iii) 再配布可能コード、(iv) マニュアル、(v) アドビがお客様に提供するすべてのア

ップグレード、修正バージョン、更新および/または追加が含まれますが、これらだけに限定さ

れるわけではありません。「サンプルコード」とは、「サンプルコード」としてマニュアル内で

指定されるソースコード形式のサンプルソフトウェアを意味します。「ヘッダーファイル情報」

とは、SDK に関連して提供されるすべてのヘッダーファイル（*.h ファイル）を意味します。こ

れには、ヘッダーファイルの内容を説明する関連情報も含まれますが、これだけに限定されるわ

けではありません。「再配布可能コード」とは、「再配布可能コード」とマニュアル内で指定さ

れるオブジェクトコードファイルを意味します。「マニュアル」とは、SDK とともに提供され

る、または SDK に関連するアドビの公開 Web ページからオンラインで利用できる、説明のため

の素材を意味します。「アドビ」とは、この使用許諾契約の第 11 項が適用される場合は、345 
Park Avenue, San Jose, California 95110 所在のデラウェア州法人である Adobe Systems Incorporated
を指します。それ以外の場合は、Europlaza, Hoogoorddreef 54a, 1101 BE Amsterdam ZO, the 
Netherlands 所在の、オランダ法に基づく会社組織で、Adobe Systems Incorporated の子会社および

ライセンス貸与先である、Adobe Systems Benelux BV を指します。「アドビソフトウェア」とは、

Adobe Acrobat と Adobe Acrobat Reader の一般的に購入可能なバージョンを意味します。「ディベ

ロッパー・プログラム」とは、アドビソフトウェア製品とともに動作するように設計された、お

客様のアプリケーションプログラムを意味します。「ディベロッパー」または「お客様」とは、

この SDK または SDK のコンポーネントにアクセスまたはそれらを使用するすべての個人または

実体を指します。「エンドユーザー使用許諾契約」とは、以下の項目を提供するエンドユーザー

使用許諾契約を指します。(a) 当該のディベロッパー・プログラムを使用するための制限付きの

非独占的な権利（法律により許可されたアーカイブまたはバックアップを目的とする場合を除き、

当該のディベロッパー・プログラムを複製および/または配布する権利は含まない）(b) 当該のデ

ィベロッパー・プログラムの配布、販売、サブライセンス、貸与、レンタル、リースの禁止、(c) 
下の第 3 項の規定に実質的に類似する、リバースエンジニア、逆コンパイル、逆アセンブル、当

該のディベロッパー・プログラムのソースコードを解明するためのその他の試みの禁止、(d)  下
の第 5 項の規定に実質的に類似する、当該のディベロッパー・プログラムに関するすべての権利、

資格、権益をお客様とお客様のサプライヤーが保持することの表明、(e) 下の第 7 項の規定に実

質的に類似する、当該のディベロッパー・プログラムに関するすべての保証、条件、表明、約定

をお客様のサプライヤーが放棄するという表明、および (f) 第 8 項の規定に実質的に類似する、

お客様のサプライヤーの責任の制限。 
 
2. ライセンス 



この使用許諾契約の条項に基づき、アドビはお客様に (a) ディベロッパー・プログラムを内部的

に開発する目的のためだけに SDK を使用し、(b) サンプルコードに重要かつ主要な機能を追加す

るディベロッパー・プログラムのコンポーネントとして、サンプルコードを複製および修正し、

(c) 再配布可能コードに重要かつ主要な機能を追加するディベロッパー・プログラムのコンポー

ネントとしてのみ、再配布可能コードを複製し、(d) サンプルコードおよび/または再配布可能コ

ードに重要かつ主要な機能を追加するディベロッパー・プログラムのコンポーネントとしてのみ、

オブジェクトコードの形式でサンプルコードおよび/または再配布可能コードを配布するための

非独占的、譲渡不可能、使用料なしのライセンスを、(i) このエンドユーザー使用許諾契約の条項

に基づきこうしたオブジェクトコードを配布すること、(ii) ディベロッパー・プログラムに、デ

ィベロッパーの著作権を示す著作権通知を含めること、(iii) こうした配布によって、お客様のカ

スタマーに対して生じる更新またはサポートの義務または責任は、お客様のみが負うこと、(iv) 
お客様のディベロッパー製品が、アドビによって「認証」されている、またはその性能が保証さ

れているという表明を行わないこと、 (v) アドビの許可なくアドビの名前または商標をお客様の

ディベロッパー製品の販売のために使用しないことを条件として付与します。サンプルコードの

修正またはマージされた部分、および/または再配布可能コードのマージされた部分は、この使

用許諾契約の適用対象となります。アドビソフトウェアおよび/またはその他のアドビアプリケ

ーションプログラムは、こうしたアドビソフトウェアがこの使用許諾契約に関連してお客様に提

供された場合でも、こうしたアプリケーションソフトウェアの該当するエンドユーザー使用許諾

契約の適用対象となります。一般的な業務目的または配布目的（手段を問わず）ではなく、お客

様の従業員またはコンサルタントが内部的な開発の目的で使用するため、制限された数のマニュ

アルのコピーを作成することができます。こうした従業員またはコンサルタントはこの使用許諾

契約に拘束されるものとします。アドビからの異なるライセンスに基づいてのみ、お客様のディ

ベロッパー・プログラムとともにアドビソフトウェアを配布することができます。アドビは、デ

ィベロッパー、エンドユーザー、その他の当事者に、SDK、アドビソフトウェアおよび/または

そのコンポーネントのアップグレードおよび将来のバージョンを含む、いかなるサポートを提供

する義務もありません。ディベロッパーサポート、ソフトウェアのライセンス貸与、商標のライ

センス貸与、商標の使用方法に関する情報は、www.adobe.comを参照してください。 
 
3. 制限 
サンプルコードと再配布可能コードに関する上記第 2 項の制限付き配布権を除き、お客様は、

SDK、アドビソフトウェア、および/またはそのコンポーネントを第三者に対して配布、販売、

サブライセンス、貸与、レンタル、リースすることはできません。また、お客様は、(i) 該当する

法律により明示的に逆コンパイルが許可されている場合、(ii) SDK またはアドビソフトウェアと

他のソフトウェアプログラムとの操作を可能にするために絶対に必要である場合、(iii) こうした

操作性に必要な情報を提供することをまずアドビに要求したけれでもアドビがこうした情報を提

供しなかった場合を除き、SKD、アドビソフトウェア、および/またはそのコンポーネントをリ

バースエンジニア、逆コンパイル、逆アセンブルしたり、その他の方法でソースコードを解明し

ようとしないことに同意するものとします。アドビは、こうした情報を提供するにあたり、合理

的な条件を課し、合理的な料金を要求する権利を保持します。アドビが提供した情報またはお客

様が取得した情報は、ここに記載された目的のためにお客様によってのみ使用可能で、第三者に

開示したり、SDK および/またはアドビソフトウェアの表現に実質的に類似のソフトウェアの作

成に使用したりすることはできません。 
 
また、お客様は、SDK を使用して以下の行為を行わないことに同意するものとします。(a) 任意

のアドビソフトウェア製品、アドビからの有効なライセンスに基づくアドビソフトウェアを含む

その他の製品、またはこれらのコンポーネントの「バージョン情報」画面を呼び出すメニュー項

目を削除すること、(b) Adobe Acrobat Reader との通信が可能で、かつ (ii) PDF（Portable Document 
Format）文書を修正または保存（こうした文書の修正を別のファイルに保存することも含む）で

きるプログラムまたはソフトウェアを作成または開発すること、(c) ヘッダーファイル情報を表

示および/または開示するプログラムまたはソフトウェアを作成または開発すること、(d) Acrobat 



Reader のプラグインとして動作するプログラムまたはソフトウェアを作成または開発すること

（アドビから特にライセンスを受けている場合を除く）、(e) 文書のパスワードを正規に取得せ

ずに暗号化した文書を開いたり、文書に指定されたアクセス権を侵害したり、こうした機能を有

する製品を作成したりすること、(f) デジタル権限管理サービスまたは技術を使用して保護され

た内容へのアクセスおよび/またはそうした内容の表示を可能にするプログラムまたはソフトウ

ェアを作成または開発すること（アドビのその時点での認証プロセスに準拠した特定の認証条件

を、ディベロッパー製品が満たす場合を除く）。 
 
4. 秘密情報 
お客様は、いかなる人物、企業、団体にも、ヘッダーファイル情報を配布または開示しないこと

に同意するものとします。 ただし、こうしたヘッダーファイル情報を知る必要があり、第 4 項

で規定した義務と合致する秘密保持義務に拘束されることに既に同意したお客様の従業員は除き

ます。また、お客様は、お客様自身が所有する秘密情報を扱う場合と同様の注意をもってヘッダ

ーファイル情報を扱うことに同意するものとしますが、いかなる場合であっても、最低限、合理

的な注意をもって扱うものとします。この項におけるヘッダーファイル情報に関するお客様の義

務は、こうしたヘッダーファイル情報が、(i) アドビからお客様に提供された時点以降に、お客様

の責に帰すべからざる理由に基づき公知の事実（パブリック・ドメイン）となった場合、(ii) ア
ドビによってお客様に提供されたいかなる情報も参照することなく、お客様の従業員または代理

人によって独自に開発された場合、または (iii) 裁判所または他の政府機関による有効な命令に基

づいて、または法に基づいて、またはこの使用許諾契約のいずれかの当事者の権利を確立するた

めの必要性に基づいて開示される場合に終了するものとします。 
 
5. 知的財産権 
お客様は、この SDK のすべての項目に関するアドビの著作権およびその他の知的財産権を保護

することに同意するものとします。理由を問わず、お客様によって複製されたこの SDK の項目

のすべてのコピーに対し、この SDK でアドビが提供するマスター項目内またはマスター項目上

に表示されているものと同じ著作権、商標、その他の知的財産権告知を適切に含めることに同意

するものとします。アドビおよび/またはそのサプライヤーは、この SDK に含まれる知的財産に

関するすべての権利、資格、知的財産権を全世界において保持するものとします。ここに記載さ

れた場合を除き、この使用許諾契約は、この SDK の項目に関して、特許、著作権、営業秘密、

商標、その他の権利に対するいかなる権利もお客様に付与するものではありません。 
 
6. 期間 
この使用許諾契約は解除されるまで有効です。アドビは、お客様がこの使用許諾契約の条項に違

反した場合、ただちに使用許諾を解除する権利を有します。解除された場合は、お客様は a) こ
の SDK のアイテムの完全および部分的なコピーのすべてをただちにアドビに返却し、b) サンプ

ルコードと再配布可能コードの配布を中止しなければなりません。第 1、3、4、5、6、7、8、9、
11、12 項は使用許諾契約の解除および/または期間経過後も有効です。 
 
7. 保証の放棄 
アドビは SDK をお客様に「そのまま」の形でライセンスするものとし、いかなる保証も行いま

せん。アドビおよびそのサプライヤーは、SDKの使用から得られる性能または結果に関して一

切保証せず、また保証することができません。お客様の司法管轄区域においてお客様に適用され

る法によって保証、条件、表明、約定が除外または制限できない場合を除き、アドビおよびその

サプライヤーは、明示または黙示を問わず、法律、コモンロー、慣習、慣行などの形態を問わず

、SDKまたはそのコンポーネントに関し、第三者の権利の不侵害、統合性、商品性、十分な品

質または特定目的への適合性を含むがこれに限定されないいかなる保証、条件、表明、約定も行



いません。 州または郡によっては、黙示の保証の除外が認められない場合があるため、お客様

によっては上記の制限が適用されないことがあります。司法管轄区域によってお客様の権利は異

なることがあります。さらに詳細は、 上に記載した Adobe Systems Incorporated の住所の Adobe 
Solutions Network にご連絡ください。 
 
8. 限定責任 
この使用許諾契約から、および/または SDK またはそのコンポーネントの使用から発生した間接

的、派生的、付随的な損害または逸失利益または貯蓄額の喪失を含むがこれに限定されない損害、

権利主張、費用に対し、アドビ従業員がこうした損失、損害、権利主張、費用その他第三者によ

る権利主張の可能性を知らされていた場合でも、アドビとそのサプライヤーは一切責任を負いま

せん。こうした制限や除外は、お客様の司法管轄区域の法が認める範囲で適用されます。この使

用許諾契約に基づく、またはこの使用許諾契約に関連するアドビの全責任およびそのサプライヤ

ーの全責任は、50 米ドル（$50.00）までに限定されるものとします。この使用許諾契約は、アド

ビの過失または詐欺的不法行為から人の死または人身損害が発生した場合にアドビの責任を制限

するものではありません。アドビは、この使用許諾契約に規定された義務、保証、および責任を

放棄、除外および/または制限する目的で、そのサプライヤーのために行動していますが、それ

以外のいかなる事項または目的においてもサプライヤーのために行動してはおりません。 
 
9. 免責 
お客様は、ディベロッパー・プログラムの使用または配布から生じたすべての権利主張や訴訟に

関して、(i)アドビがお客様に対しかかる権利主張について速やかに書面で通知し、(ii)こうした権

利主張に対する防禦または和解をお客様の費用でお客様に対して提供し、(iii)こうした要求に対

する防禦または和解においてお客様の費用でお客様に協力する限り、合理的な弁護士費用も含め

、アドビおよびそのサプライヤーを防禦し、免責し、かつ損害を与えないものとします。 
 
10. 政府の規制 
お客様は、サンプルコードおよび/または再配布可能コードを含むすべてのディベロッパー・プ

ログラムが、(i) ソフトウェアのライセンス貸与を規制する該当するアメリカ合衆国政府の規制規

定をその使用許諾契約に含むこと、(ii) アメリカ合衆国輸出管理法または輸出に関するその他の

法律、制限、規制（「輸出規制法」と総称する）が禁止する国に、または禁止する方法で、出荷、

譲渡、輸出されないこと、に同意するものとします。また、SDK の一部が輸出規制法の輸出制

限項目に指定された場合は、お客様が輸出規制を受けた国（イラン、イラク、シリア、スーダン、

リビア、キューバ、北朝鮮、ユーゴスラビアを含むがこれに制限されない）の市民ではなく、こ

うした国の中に所在しないこと、およびお客様が SDK を受け取ることを輸出規制法によって禁

止されていないことを表明および保証するものとします。この使用許諾契約の条項を遵守しない

場合は、SDK を使用するためのすべての権利が喪失するという条件に同意する限りにおいて、

こうした権利は付与されます。 
 
11. 準拠法. この使用許諾契約は、 (a) SDK のライセンスをアメリカ、カナダ、メキシコで取

得した場合はカリフォルニア州、(b) SDK のライセンスを日本、中国、韓国、台湾、および表意

文字（漢字、繁体字、簡体字）および/またはハングル、かななどの表意文字に類似した構造に

基づく言語を公用語とするその他すべての東南アジア諸国で取得した場合は日本、(c) SDK のラ

イセンスを上記の司法管轄区域以外で取得した場合はオランダの実体法に準拠するものとします。

カリフォルニア州法が適用される場合はカリフォルニア州サンタクララ郡の裁判所、日本の法律

が適用される場合は東京地方裁判所、オランダの法律が適用される場合はオランダ、ベネルクス

の裁判所が、この使用許諾契約に関するすべての紛争の非専属的な合意管轄裁判所となります。

この使用許諾契約には、いかなる司法管轄区域の抵触法の規定も適用されず、国際物品販売に関

する国連条約も適用されず、これらの適用は明示的に排除されます。 
 
12. 一般 



この使用許諾契約に基づくお客様の権利または義務を、アドビの事前の書面による同意なく譲

渡・移転することはできません。アドビの署名権限ある者が署名した書面による場合を除き、ア

ドビ、その代理人、またはその従業員の行動または黙諾によってこの使用許諾契約の規定が放棄

されることはありません。この使用許諾契約の第 3 項と第 4 項の違反は、アドビに対して回復不

可能な損害を与え、法律による救済では不十分であることが明示的に同意されたものとします。

したがって、実際の違反またはその恐れが生じた際には、法律で認められたすべての救済に加え、

アドビはすべての法律的な手続きにおいて差止命令およびその他の衡平法上の救済を求める権利

を有します。この使用許諾契約とこの SDK に含まれる他の同意書（アドビソフトウェアととも

に提供される統合キー使用許諾契約その他の契約を除く）との間に矛盾がある場合は、この使用

許諾契約が優先するものとします。アドビまたはディベロッパーが弁護士を使ってこの使用許諾

契約から発生する権利を行使するとき、勝訴当事者が合理的な弁護士費用を請求する権利を有す

るものとします。お客様は、お客様がこの使用許諾契約を読み、理解し、この使用許諾契約が、

お客様のアドビとの間の合意の全てを記載したものでであり、この SDK をお客様に対してライ

センス貸与することに関するアドビとお客様の間に交わされた口頭または書面によるすべての事

前の同意に優先することを認めるものとします。アドビの署名権限ある者が署名した書面による

明示の同意がある場合を除き、この使用許諾契約の条項の変更は効力を有しません。 
 
Adobe、Acrobat、Acrobat Reader、Adobe のロゴは、米国および/またはその他の国における

Adobe Systems Incorporated の商標または登録商標です。  
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